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◎10月予定◎ 

・こども園運動会予行演習(3日)   

 ・こども園運動会(8日)       

 ・園児健康診断(13日) 

 ・さくら組サッカー教室(17日) 

 ・園外保育/お弁当の日…全員(19日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 園 内 行 事 

1 木 運動遊び 

2 金 実習生オリエンテーション 

5 月 英語で遊ぼう(れんげ組以上) 

6 火 リズム遊び 避難訓練(地震)       主任会 

7 水 さくら組ｸｯｷﾝｸﾞ 硬筆(さくら組)   県私保連ｾﾐﾅｰ 

8 木 運動遊び たてわりデー        保協理事会 

9 金 
リズムジャンプ(すみれ組以上) 布団持ち帰り 

さくら組ｸｯｷﾝｸﾞ          

12 月 朝の会 集金袋配布 

13 火 集金日 園開放  

14 水 運動遊び             県指導監査 

15 木 運動遊び 

16 金 外靴持ち帰り 発育測定      県民保協会議 

19 月 敬老の日 

20 火 発育測定 リズム遊び 給食費引き落とし 

21 水 誕生日会 避難訓練          職員会議 

22 木 運動遊び 布団持ち帰り日 

23 金 秋分の日 

26 月 朝の会 保育料引き落とし 

27 火 硬筆、お楽しみランチ(さくら組) リズム遊び 

28 水  

29 木 運動遊び 

30 金 リズムジャンプ(すみれ組以上) 

お知らせ・お願い 

 

行 事 予 定 

おたんじょうびおめでとう♪ 
 

今月の給食費の引き落としは 

 9月 20日(火)です。 

よろしくお願い致します。 

今月の保育料の引き落としは 

 9月 26日(月)です。 

よろしくお願い致します。 

お礼  

吹田さんよりブルーベリーの木をいただきました。木にはたくさんのブルーベ

リーの実がなっていて早速、収穫をしていただきました。 

大きな実で甘くてとても美味しかったです。ありがとうございました。 

 

体操服・制服の注文について 

 ◎9月に入り、運動会の練習が始まります。それに合わせて体操服の注文を 

随時受付けております。注文書はタグの受付機の所においています。サイズ見本

もありますのでお声掛けください。購入される方は注文書に代金を添えて申し込

みください。 

※尚、体操服を着用するクラスはさくら、たんぽぽ、すみれ、れんげ、 

つくし組です。もも組においては服装は自由となります。 

◎10月は衣替えです。制服を着用します。制服の購入を希望される方の 

注文も受け付けますので途中入園の方、サイズ変更で購入希望の方、注文用紙

のサイズを記入してこちらも体操服と同様に注文書に代金を添えて申し込みく

ださい。 

親子遠足について 

 今年度予定しておりました親子遠足は新型コロナウイルス感染予防防止及び

拡大防止の為中止とさせていただき、それに代わり10月19日にさくら組・た

んぽぽ組でお弁当を持ってバス遠足に行きたいと予定しております。楽しみにし

ていただいていましたが保護者やお子さんの安全を配慮させていただきます。 

 

お 知 ら せ 

 

９月の園だより 

今月の目標 

・友だちや保育者と一緒に体を動かし 

て遊ぶ中で関わりや会話を楽しむ。 

 

・友だちとイメージを共有して 

 遊びの経験を広げ色々な方法で 

 表現を楽しむ。 

 あら肌寒い？朝夕少し寒さを感じる9月を迎えました。でも、日中は30℃越えで暑さを感じますね。

少しずつ秋が近づいています。さて、先日「24時間テレビ」テーマ「会いたい」が放送され、その中で戦

没画学生慰霊美術館「無言館」について取り上げられていました。「無言館」は十数年前に作品の絵や遺

留品を岡山にて展示会があり見学に行った事を思い出され、あの時の感情を想い馳せてしまいました。太

平洋戦争で亡くなった戦没画学生の遺作の数々「作品に込められた命との出会い」・・亡くなられた戦没

の学生さん達が描いた遺作それらには、ただひたすら自分のかけがえのない命が、ごく身近な者たちの命

に支えられていたという、その今ある自分の命を描いている。自分の命を描くために妹や父母、恋人、妻

を描きその作品は切ないほど「生きたい」「もっともっと生きたかった」。その言葉が綴られていて、窪島

氏は「彼らが生きていた時代は貧しかったけれど、豊かで静かな時間があり、命とは愛すること・人を愛

する・仕事を愛する・出会う全てを愛すること」と深く心に刻まれました。私たち保育士は時代の流れに

振り回されないよう、子育てや保育を常に手間暇かけて心して子ども達に接していかなくてはと改めて感

じます。 


